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範
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

市
内
在
住
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

内閣総環六臣賞艦新山左京さん
　
全
国
最
大
級
の
こ
け
し
の
祭
典
「
第
四
十
一
回
全
日
本
こ
け
し
コ

ン
ク
ー
ル
」
は
、
全
国
二
六
二
人
の
工
人
か
ら
、
］
、
〇
七
八
点
の

こ
け
し
、
木
地
玩
具
、
応
用
木
工
品
な
ど
を
集
め
て
、
ホ
ワ
イ
ト
キ

ュ
ー
ブ
を
会
場
に
五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
注
目
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
は
、
白
石
市
の
新
山
左
京
さ
ん
が
選

ば
れ
、
平
成
四
年
、
平
成
八
年
に
続
い
て
三
回
目
の
受
賞
と
な
り
、

コ
ン
ク
ー
ル
規
定
に
基
づ
く
「
名
人
」
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
設
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
各
地
の
工
人
に
よ
る
実
演
・
販

売
を
は
じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
館
、
地
場
産
品
ま
つ
り
、
「
我
が

家
の
こ
け
し
展
」
第
一
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
、
三
日
問
の
入
場
者
は
八
万
三
千
人
に
上
り
ま
し
た
。
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艦
　
叫

る
り
　
へ
　
　
　
　
し
　
じ

、
尋
菅
葺
茸
馨

　　　　　　灘講懸、

▲内閣総理大臣賞を受賞した

　新山左京さん

　
　
　
新
山
左
京
さ
ん
作

弥
治
郎
系
「
9
・
5
号
細
型
」

　▲一番のりは、4月28日から並んだ福島県川

　　俣町の斎藤保夫さん（右）と、群馬県前橋市の

　　関　勤さん（左）。記念のこけしがプレゼント

　　されました。

　
「
材
料
を
丁
寧
に
管
理
し
、

ら
れ
、

じ
み
、

」＿＿甲一．

騒灘誉甜

ノ！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
よ
く
古
色
を
帯
び
た
作
品
に
仕
上
げ

　
　
　
作
者
の
愛
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
色
調
も
落
ち
着
い
て
木
肌
に
な

　
　
　
全
体
に
穏
や
か
で
温
か
な
品
位
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
単
純
化
さ

れ
た
ろ
く
ろ
線
の
バ
ラ
ン
ス
良
い
配
置
と
、
く
び
れ
た
胴
の
変
化
の
妙
は

熟
練
し
た
技
の
冴
え
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
る
。
」
と
評
価
さ
れ
て
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

通
商
産
業
大
臣
賞

文
部
大
臣
奨
励
賞

　
　
　
〃

中
小
企
業
庁
長
官
賞

林
野
庁
長
官
賞

■
全
体
講
評
■

　
五
月
六
日
に
キ
ュ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た

授
賞
式
で
の
、
各
部
門
ご
と
の
講
評
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
「
伝
統
こ
け
し
は
、
概
し
て
力
作
が

多
く
高
い
水
準
が
保
た
れ
て
い
た
。
新

型
こ
け
し
は
、
題
名
の
雰
囲
気
を
効
果

的
に
表
現
し
た
作
品
や
世
相
を
巧
み
に

と
ら
え
て
反
映
さ
せ
た
作
品
な
ど
が
見

ら
れ
、
新
型
こ
け
し
本
来
の
創
意
工
夫

〈
大
盛
況
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
…
お
目
当
て
の
こ
け

し
を
手
に
入
れ
よ
う
と
、
マ
ニ
ア
の
目
は
真
剣

で
す
。
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を
存
分
に
発
揮
し
た
作
品
が
注
目
さ
れ

た
。
創
作
こ
け
し
は
、
素
材
に
さ
ま
ざ

ま
な
技
巧
を
凝
ら
し
、
一
品
も
の
と
し

て
の
力
作
が
多
か
っ
た
。
木
地
玩
具
は
、

出
品
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
特
に
若

手
や
中
堅
工
人
の
頑
張
り
が
目
立
っ

た
。
次
回
以
降
も
期
待
し
た
い
。
応
用

木
工
品
は
、
昨
年
に
比
較
す
る
と
出
品

数
が
減
少
し
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
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戸
，
、
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一

〉
ず
ら
り
と
並
ん
だ
入
賞
作
品
。
力
作
こ
け
し
が

　
勢
ぞ
ろ
い
。
み
ん
な
い
い
顔
し
て
い
る
ね
。

佐
々
木
美
穂

高
橋
と
し
子

鎌
田
　
孝
志

薄
　
　
光
伸

斎
藤
よ
し
こ

　
　
　
　
　
膚
↑
書
荘

　
　
　
　
榊
甜
・
ト

　
　
　
、
　
　
　
歯

、
誤
賄
響
呂

　
　
　
、
窒
∈
素

．
、
．
．
騨
隅

　
　
　
　
　
ア
脳

通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
山
　
　
実

全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
上
　
　
稔

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
沼
勝
子

山
形
県
知
事
賞

岩
手
県
知
事
賞

仙
台
市
長
賞

登
別
市
長
賞

前
橋
市
長
賞

米
沢
市
長
賞

国柴佐高新新
分田藤野山山

栄栄慶　　吉
一子明寿学紀

（
財
）
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
　
昇

日
本
貿
易
振
興
会

　
仙
台
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
ノ
目
静
子

朝
日
新
聞
社
賞
　
　
　
　
鎌
田
　
孝
市

産
経
新
聞
社
賞
　
　
　
　
佐
々
木
　
功

七
十
七
銀
行
賞
　
　
　
　
小
形
　
律
子

仙
南
信
用
金
庫
賞
　
　
　
武
田
　
憲
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

登
別
市
長
賞
　
佐
藤
慶
明
　
（
白
石
市
V

翁
y
　
難
蕪
巴

海
老
名
市
長
賞
　
山
中
　
武

　
　
　
　
　
　
　
（
秋
田
県
増
田
町
）

札
幌
市
長
賞
　
大
沼
　
力
　
（
鳴
子
町
）

の
ヤ
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みて、ふれて、楽しく学んだ
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▲「わくわく体験コーナー」など4つのコーナーが設

　けられ、小学生らが実験やゲームでエネルギーの

　ことを楽しく学びました。

白石の名産勢ぞろい

地
場
産
品
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
置

鰍
一
、

　
　
コ
ま
　
　

　
　
攣

　
　
デ
飾
ガ

心
》

　
書
　
猟

灘
ノ

職墜
、
汽
．

・
「
t

　
　

嘱

薫
珍
多

△白石名産のう一めんや寒くず、新鮮な野菜などが販

売されました。

こけしの愛らしさを再認識

「
わ
が
家
の
こ
け
し
展
」

第
一
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

f£爵ズ

▲家庭にあるあらゆるこけしを題材とした写真のコン

　クールが行われ、応募作品44点の中から仙台市の古

　内久子さんの作品「仲良し」が特選となりました。

6寸のめんこいこけし

小
学
生
絵
付
け
コ
ー
ナ
ー

曾量誉紹γ欝贈繋澗藩

帽欝瀟q耀舗
▲市内小学6年生450人と、姉妹友好都市である登別

　市、海老名市、札幌市白石区の小学生が絵付けをし

　たこけしも、コンクールに花を添えました。
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恒
例
の
白
石
市
民
春
ま
つ
り
が
、
五

月
三
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
自
治
会
な
ど
二
十
二
団
体
か

ら
約
八
五
〇
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
し
と
険
ユ
う

大
パ
レ
ー
ド
は
、
神
明
社
御
輿
渡
御
を

先
頭
に
稚
児
行
列
、
太
鼓
山
車
、
子
供

み
こ
し
、
そ
し
て
大
人
み
こ
し
の
順
で

市
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
山
車
・
み
こ
し
審
査
の
結
果
、

田
町
自
治
会
（
山
車
）
、
南
町
自
治
会

（
子
供
み
こ
し
）
、
白
石
建
設
職
組
合

（
大
人
み
こ
し
）
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
位

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
人
間
ば
ん
馬
大
会
」
と
「
米
俵
女
相

撲
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
エ
キ

パ
ル
ロ
ー
ド
で
の
自
石
城
商
い
ま
つ
り

や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場
で
は
手
作

り
の
露
店
が
立
ち
並
ぶ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

男靴
潟

ヨ
心
“

警＼

む
唖
5

影

▲稚児行列、いつ見てもかわいいですネ

　　　畢
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臨
蹴
『
，
、
『
”
講
聯
剛
脚
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
薩
罐
蝶
、
ザ
案
郎

獣
．
、
灘
騨
、
馨
や

　
　
　
　
　
　
．
蜂
轟
掻
　
％
、
あ

　
　
群
慧
　

一
　
瀬
、
　
の

謎
　
・
竃
．
薫

　
　
　
　
　
　
⇒

　
　
　
　
　
　
e
　
　
　
　
　
静
”

　
　
　
　
　
野
声
写

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Y
賎
望

　　　　　　　　　　／

　　　　　ド．▲1』』－

醗
▲見事な太鼓山車

～
終
始
、
声
援
と
爆
笑
～

－
轟
§
畿
翻
脳

、
、
鯉
、
瀦
二

瀬
禽
護
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
灘
讐

　
　
　
　
　
　
　
㎜
融
、
鳶
　
　
　

醐
　
　
　
課
垂

騨
　
　
勲
・
薩
、

　
人
間
ば
ん
馬
大
会
は
、
一
チ
ー
ム
五
人

編
成
の
チ
ー
ム
対
抗
競
技
で
、
一
人
が
馬

ぞ
り
に
乗
り
、
そ
れ
を
残
り
の
四
人
で

引
く
タ
イ
ム
レ
ー
ス
。
小
学
生
、
中
学
生
、

一
般
の
三
部
門
に
二
十
ニ
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
駅
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
勢
い
よ
く
飛
び

出
し
た
も
の
の
、
予
想
以
上
の
重
さ
に

悪
戦
苦
闘
、
途
中
で
進
め
な
く
な
る
チ

ー
ム
も
い
ま
し
た
が
、
歯
を
食
い
し
ば

り
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
た
参
加
者

に
、
観
客
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
勝
し
た
チ
ー
ム
に
は
、
賞

金
二
十
万
円
（
小
・
中
学
生
チ
ー
ム
は

五
万
円
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
出
場
し

た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
み
魎
計
，

　
藻

　
　
　
　
顧
，

怠
．
轡
場

馨
　
　
三

カ
ヂ響

－

エキパルロード

　　　　刈．1一晒．　喪識撫齢

畷’蟷融．纒．麟　細

▲手作りの露天が並んだ・・フリーマーケット広場　　　　　　　　　▲江戸時代にタイムスリップ

共に支えるまち、しろいし
㊨護保険制度一一一一シリーズ②

粟
…
詐

（
汐
Q

　
　
ノ

みなさまの質間にお答えします

　
前
回
は
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
ご
理
解

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
介
護
保
険
に
関
す
る
主
な

質
問
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

Q
．
介
護
保
険
は
任
意
加
入
な
の
で
す

か
？

A
．
公
的
な
社
会
保
険
制
度
で
す
の
で
、

65

歳
以
上
の
方
お
よ
び
4
0
歳
か
ら
餌
歳

ま
で
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
身
体
障
害
者
療
護
施
設
入
所
者
等
は

除
き
ま
す
）

Q
要
介
護
認
定
の
申
請
は
、
必
ず
本

人
や
家
族
が
窓
口
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
？

A
．
申
請
手
続
き
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
機
関
で
あ
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介

護
保
険
施
設
が
、
本
人
や
家
族
に
代
わ

り
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
現
在
、

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

や
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど

を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

覇1

鎌
謝
層
「

Q
．
要
介
護
認
定
で
何
が
決
ま
る
の
で

す
か
？

A
．
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
要
介
護
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
要
介
護
認
定

で
は
、
介
護
が
必
要
か
ど
う
か
の
判
定

と
合
わ
せ
て
、
ど
の
程
度
の
介
護
が
必

要
か
を
表
す
要
介
護
度
が
判
定
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
上
限
額
が
決
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

はQ．

ン
講
彫
細

認
定
の
結
果
に
異
議
が
あ
る
と
ぎ

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
か
？

A
．
申
請
を
出
し
た
の
に
、
「
自
立
」
と

認
定
さ
れ
た
り
、
自
分
が
思
っ
て
い
た

状
態
よ
り
程
度
が
軽
く
認
定
さ
れ
る
こ

と
が
起
こ
り
得
ま
す
。
そ
う
し
た
結
果

に
不
服
を
申
し
立
て
た
い
と
き
に
は
、

都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
る
「
介
護
保
険

審
査
会
」
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
介
護
保
険
審
査
会
」
で
、

も
う
一
度
速
や
か
に
再
審
理
が
行
わ
れ

ま
す
。

Q
　
一
度
認
定
を
受
け
る
と
、
い
つ
ま

で
も
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
の
で
す

か
？

A
．
要
介
護
認
定
に
は
↓
定
の
有
効
期

間
（
原
則
6
カ
月
の
予
定
）
が
設
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
場
合
は
、
認
定
更
新
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
有
効

期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
状
態
が
悪
化
し

た
と
き
な
ど
は
要
介
護
状
態
の
区
分
の

変
更
を
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Q
，
現
在
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
）
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

来
年
4
月
か
ら
の
費
用
負
担
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
？

A
．
平
成
1
1
年
1
0
月
か
ら
要
介
護
認
定

の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で

要
支
援
お
よ
び
要
介
護
と
認
定
さ
れ
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
額
が
上
限
内
で
あ
れ
ば
、

来
年
の
4
月
か
ら
は
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
1
割
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
．
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、

住
ん
で
い
る
ま
ち
以
外
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
へ
も
入
所
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

A
．
介
護
保
険
制
度
で
は
、
利
用
者
が

施
設
と
直
接
契
約
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
住
ん
で
い
る
市
町
村
以
外

に
あ
る
施
設
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

Q
．
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
っ
て
何
で
す
か
？

A
．
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
と
は
利
用
者
や
家
族
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
者
や
施
設
と
連
絡

や
調
整
を
図
る
専
門
家
で
す
。

※
な
お
、
別
冊
で
介
護
保
険
制
度
概
要

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
ご
参
考
願
い
ま
す
。

　
平
成
12
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
介

護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
を

対
象
に
、
知
事
の
指
定
を
受
け
る
た
め

の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
下
記
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
6
月
1
6
日
（
水
）

　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

●
場
　
所
県
大
河
原
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
議
室
）

●
対
象
地
域
　
白
石
市
・
角
田
市
・
刈

　
田
郡
・
柴
田
郡
・
伊
具
郡

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
石
市
民
生
部
保
険
課
介
護
保
険
係

　
宙
2
2
i
1
3
6
1



議
長
に
佐
藤
仲
弍
氏

副
議
長
に
鈴
木
康
弘
氏

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
が
四
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
二
十
四
名
の
新
議

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
二
十
四
名
の
定
員

に
二
十
七
名
が
立
候
補
す
る
と
い
う
激

戦
と
な
り
ま
し
た
。
投
票
率
は
七
一
T

O
六
㌫
と
前
回
を
六
・
九
ポ
イ
ン
ト
下

回
り
ま
し
た
。

　
改
選
後
、
初
の
臨
時
議
会
が
五
月
十

一
日
に
招
集
さ
れ
、
本
会
議
を
開
き
、

第
十
九
代
議
長
に
佐
藤
仲
弐
氏
、
第
十

四
代
副
議
長
に
鈴
木
康
弘
氏
を
選
任
し

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
各
常
任
委
員
会
の
構
成
を

決
め
、
正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
次
の

各
氏
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
総
務
財
政
常
任
委
員
会

　
委
員
長
谷
津
清
夫

　
副
委
員
長
　
山
谷
　
　
清

◎
産
業
経
済
常
任
委
員
会

　
委
員
長
菅
野
浩
一

　
副
委
員
長
　
佐
藤
　
英
雄

◎
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
高
橋
忠
夫

　
副
委
員
長
　
村
上
　
義
博

◎
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
水
野
　
　
寛

　
副
委
員
長
　
安
藤
　
佳
生

）議

長

G6

佐
藤
仲
弍
（
6
3
歳
）

ン
h
縷
属

盛
辮
民
生

凡
　
例

①
職
　
　
　
業

②
所
属
政
党

③
常
任
委
員
会

④
出
　
　
　
身

㈹
佐
藤
　
悪
（
6
3
歳
）

⑤
当
選
回
数

O
議
席
番
号

◎
委
　
員
　
長

O
副
委
員
長

㈲
村
上
義
博
（
5
2
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
①
政
党
役
口
貝

　
　
　
　
　
　
　
②
公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
③
O
教
育
民
生

　
　
　
　
　
　
　
④
斎
川

　
　
　
　
　
　
　
⑤
四
回

議会構成決まる

副
議
長

⑬
鈴
木
康
弘
（
6
1
歳
）

　
　
　
　
　
　
①
農
業

　
　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
　
③
総
務
財
政

　
　
　
　
　
　
④
越
河

　
　
　
　
　
　
⑤
五
回

　
　
　
　
　
（
鈍
斎
）

の
高
橋
俊
利
（
4
7
歳
）

⑥
高
橋
要
一
（
68
歳
）

魚
撫
編
道

⑥
大
庭
康
一
（
6
3
歳
）

　
　
　
　
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
の
ム
ム
　
　

　
　
　
　
　
癒
⑤
④
舗

⑥
制
野
昭
市
（
5
8
歳
）

　
　
3
■
雛
業

濫
灘
・

5月11日に初議会

　
　
㏄
一

　
　
『

　
　
二

　
　
こ

　
　
τ

　
　
『

目
貝

曽
我

…
0
0

ω
鈴
木
　
亨
（
6
9
歳
）

ρ
ム
畷
生

㈹
佐
藤
英
雄
（
5
0
歳
）

㈲
高
橋
喜
多
雄
（
7
3
歳
）

轟
　
賑
政

㈹
佐
々
木
　
章
（
5
5
歳
）

　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

の
蓋
鞭
・

⑥
長
沢
　
　
博
（
6
7
歳
）

㈱
水
野
　
　
寛
（
5
0
歳
）

圭
我

㈱
山
谷
　
　
清
（
4
9
歳
）

黒
　
瀟
財
政

㈹
安
藤
佳
生
（
5
0
歳
）

⑳
遊
佐
正
人
（
5
7
歳
）

…
…
跡
部
政
敏
（
6
5
歳
）

　
　
　
　
　
　
』
n
⑤
一
回

㈹
成
沢
東
洋
治
（
5
9
歳
）

∩
、
鶉
礪
道

⑳
高
橋
忠
夫
（
6
4
歳
）

　
　
　
『
輪
①
農
業

　
　
　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
③
◎
教
育
民
生

　
　
　
　
　
　
　
④
大
平

　
　
　
　
　
　
　
⑤
四
回

　　　　　　　　こπ　　　　　　　一τ　　　　　、　｝　　　　つ『　　　　魁皿　　　厚『　　『『　巴　　　冒　τ
7－厚

㈹
沼
倉
啓
介
（
5
0
歳
）

鞭
♂
告
灘

　
　
　
　
　
　
　
③
教
育
民
生

　
　
　
　
　
　
　
④
白
石

　
　
　
　
　
　
　
⑤
一
回

㈱
谷
津
清
夫
（
6
2
歳
）

　
　
　
　
　
　
『
⑤
一
一
回

㈹
菅
野
浩
一
（
5
4
歳
）

爲
　
報
経
済

㈲
佐
竹
　
　
芳
（
6
1
歳
）



　
し
ら
さ
ぎ
橋
を
設
計
し
た
の
は
東

教
授
、
阿
部
仁
史
さ
ん
で
あ
る
。
こ

平
洋
の
現
代
建
築
を
取
り
上
げ
た

「
P
A
C
I
F
I
C
　
E
D
G
E
」

と
い
う
本
に
、
し
ら
さ
ぎ
橋
が
大

き
く
紹
介
さ
れ
絶
賛
を
浴
び
た
。

ま
た
、
ほ
か
の
雑
誌
で
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
有
名
な
設
計
家
ウ
イ

リ
ア
ム
・
リ
ー
ン
氏
が
次
の
よ
う

な
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
。

　
「
私
は
同
僚
二
十
人
と
八
日
間
、

日
本
へ
建
築
視
察
の
素
晴
ら
し
い

旅
を
し
ま
し
た
。
東
京
の
ほ
か
に

バ
ス
で
三
日
間
仙
台
に
行
き
、
そ

の
中
で
若
い
建
築
家
の
作
品
も
数

多
く
見
ま
し
た
。
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
幾
つ
か
の
強
い
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
阿
部
仁

史
氏
が
設
計
し
た
し
ら
さ
ぎ
橋
は

珍
し
い
作
品
だ
と
思
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
公
衆
の
芸
術
作
晶
に
ほ

感
じ
ま
し
た
。
」

か
な
ら
な
い
と

　た

の

イ
ン

ド

人
設
計
家
は

感
動
し

て

話
し

た
と

い

縫
薙
覆
穀
難
鰭
既
歎
離
綴
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
一
行
は
キ
ュ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
ら
さ
ぎ
橋
の
対
照
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
に
感
嘆
の
声
を
漏
ら

　
　
　
　
　
　
ク
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
続
い
て
阿
部
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
案
内
で
白
石
第
二
小
学
校

　
　
　
　
　
の
ト
　
」
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
長
ぎ
　
っ
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
殻
さ
懸
講
蘇
臨

　
　
　
　
　
U
せ
　
　
　
ろ
・
体
嘉
に
天
の
生

　
　
　
　
　
ー
せ
い
徒
が
い
て
「
こ
塗
ち
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
プ
の
中
に
い
た
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
人
に
対
し
て
は
手
を
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
せ
て
挨
拶
を
し
て
く
れ

う
。
「
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は

獅
い
。
よ
そ
の
学
校
に
行
っ
て
タ
ー
バ
ン
姿
の
我
々

を
見
る
と
目
を
背
け
る
子
供
た
ち
が
多
い
の
に
、
こ

こ
の
子
供
た
ち
は
イ
ン
ド
式
の
挨
拶
ま
で
し
て
く
れ

る
。
こ
の
学
校
は
本
当
に
国
際
化
さ
れ
て
ま
す
ね
。
」

　
確
か
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市

と
の
交
流
以
来
、
白
石
の
子
供
た
ち
は
外
国
人
だ
か

ら
と
い
っ
て
よ
け
い
な
遠
慮
を
す
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
が
、
第
二
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
こ
れ
ほ
ど

の
絶
賛
を
受
け
る
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ま
ざ
ま
ざ
と
そ
の
場
面

に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。

　
四
月
二
十
一
日
、
全
国
治
水
期
成
同
盟
会
連
合
会

の
理
事
会
が
あ
っ
て
、
八
時
十
一
分
の
新
幹
線
で
上

京
し
た
。
第
二
小
学
校
前
の
森
合
雁
狩
橋
線
と
の
交

差
点
で
信
号
が
赤
に
な
り
車
が
止
ま
っ
た
。
ふ
と
見

る
と
、
そ
の
交
差
点
に
大
友
校
長
先
生
が
立
っ
て
い

て
、
登
校
し
て
く
る
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
「
お

は
よ
う
、
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
て
い
る
。
子
供

た
ち
も
元
気
よ
く
「
校
長
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
答
え
て
い
た
。

　
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
で
あ

っ
た
山
本
五
十
六
大
将
は
、
「
し
て
み
せ
て
、
言
っ
て

聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み
て
、
褒
め
て
や
ら
ね
ば
人
は

動
か
じ
。
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
は
は
あ
、
こ
れ
だ
な
と
思
っ
て
、
交
差
点
を
新
幹

線
の
方
に
渡
っ
て
か
ら
車
を
止
め
、
校
長
先
生
の
そ

ば
に
寄
り
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
阿
部
さ
ん
か
ら
聞
い

た
話
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
し
た
。
先
生
も
喜
ん
で
お
ら

れ
た
よ
う
だ
が
、
車
中
で
つ
く
づ
く
考
え
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
、
第
二
小
学
校
が
素
晴
ら
し
い
建
築

物
な
の
で
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
子
供
が
育
つ
ん
で
す

ね
と
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
ど
ん
な
に
建
物
が
素
晴
ら
し
か
ろ
う
と
、
あ
る

い
は
貧
弱
で
あ
ろ
う
と
、
結
局
そ
の
建
物
に
魂
を
入

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
か
そ
ん
じ
ゅ
く

れ
る
の
は
人
で
あ
る
。
松
下
村
塾
は
わ
ず
か
二
問
の

教
室
で
あ
っ
た
し
、
松
陰
が
教
え
た
期
間
は
二
年
足

ら
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
師
の
情
熱
が
弟
子
た

ち
の
心
に
火
を
付
け
、
あ
れ
ほ
ど
の
偉
才
を
次
か
ら

次
へ
と
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
四
月
九
日
の
第
二
小
学
校
の
入
学
式
で
、

「挨拶をき

ち
ん
と
す
る
子
供
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と

校
長
先
生
が
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
た
の
を
も
う
一
度
、

感
慨
深
く
思
い
出
し
て
い
た
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

牛乳パックが素敵なカード入れに

　リサイクルプラザのボランティア

グループ「まんさく」が、牛乳パッ

クをリサイクルして作ったカード入

れを市へ寄付しました。市ではこれ

を、市民課で発行する印鑑登録証や

図書館・アテネの利用者カード入れ

として、市民の皆様に利用してもら

うことにしております。

　　　　　　　　野7　〕／
　　　　　　夢　 翻
　　　　　　　　　　し　　臼9・編［ 　4fr薗1
　　　　旛『　　　1ほL
　、“　　輩　ヌ　　禦．

監翫　　；＿
．調　♪聖鼻塾』

L
．
．

1，・『『・ノ蜂璽竈　
鑑『．鞠一　　　施瑠　㌧一－

　「まんさく」は、今年2月からリ

サイクル活動を実践・啓蒙しており、

名前の由来は、春にほころぶ花の姿

と、万（よろず）のものを作り上げ

ていきたいということから名付けら

れました。

広がる囲暮交流
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　5月8日、スパッシュランドで
「白石黒石囲碁親交会」と、主に関西

の囲碁愛好家で組織する「碁きち会」

との親善囲碁交流大会が行われまし

た。これは、国内で地域づくりに囲

碁を活用しているのは、長野県大町

市、広島県因島市、そして白石市で

あると知った碁きち会から、ぜひ臼

石と交流をしたいということで今回

の開催となりました。両チーム合わ

せて68名の参加者は、勝敗は別にし

て、大いに親交を深めたようです。

祝100歳おめでとうこざし、ます

踏

　　　旛，饗
　　ヤ『、．』

　　　　　聾．
　　　　　　　一’『”紐

4月24日、福岡長袋にお住まいの

後藤惣平さんが満100歳の誕生日を迎

えられ、特別敬老祝金100万円が贈ら

れました。後藤さんは、明治32年越

河生まれ、現在は奥さん、娘さん夫

婦、2人のお孫さんとの6人暮らし

です。長寿の秘訣はよく食べ、よく

寝ることとか。この日は家族や親戚

の方に祝福される中、乾杯したビー

ルをおいしそうに飲んでいました。

市内では3番目、男性では！番の

長寿となる後藤さん、ずっと長生き

してくださいね。

おおづつ

大砲像に役立てて

明治時代に活躍した大鷹沢出身の

第18代横綱「大砲万右衛門」の銅像

建立に役立ててもらおうと、自治会

連合会大鷹沢支部長の佐藤章夫さん

らが市役所を訪れ、100万円を市に寄

付しました。大鷹沢地区では、市が

銅像を建立する話を聞き、「地元とし

ても協力しよう」と今年2月から募

金活動を行っていました。

字
、
藩 鱗

銅像は、白石城ニノ丸跡に建てる

計画で、寄付された100万円は台座の

費用に充てられる予定です。

魅了された幽玄の世界

ハ　ユ　　　お　

　　窟

　　　　　　　　毒、

齢夢麹，鰻・

こどもの日の5月5日、碧水園能

楽堂において野村狂言万の会が開催

されました。

初めに狂言の歴史的な背景や鑑賞

するポイントなどの説明を受けたあ

と、野村万之丞、小笠原匡さんらに

よる狂言「鐘の音」と「佐渡狐」が

演じられました。「鐘の音」では、主

人から「黄金（かね）の値を聞いて

こい」と命じられた召使いが「鐘の

音」と勘違いして鎌倉の寺を回るな

ど、舞台で演じられるユーモアあふ

れる狂言の世界に、200人近い観客は

思わず笑い声を上げていました。

即売コーナー益金を寄付

　3月に開催された第18回公民館ま

つりの即売コーナーに参加した団体

が、福祉活動に役立ててほしいと、

益金を社会福祉協議会へ寄付しまし

た。この団体は、野草に親しむ会、

押し花講座、白石友の会、陶芸サー

クル、ちぎり絵講座の5団体で、合

計78，864円を寄付したものです。社

会福祉協議会では、この寄付金を福

祉活動基金に入れて、その果実を運

用することにしています。

白石の伝承料理をどうぞ

　4月24日から5月5日まで、武家
屋敷「旧小関家」で端午の節句展が

行われ、五月人形や白石市指定無形

文化財保持者宮城昭守さん製作の2

　　　　　　　　　かたな尺5寸の太刀をはじめ、脇差、打刀
ニしらえ

持、短刀などが展示されました。

纐灘騰，曜
’搬　羅、r森
　　　　　層』・ザ』－幽耐己r　l

また、5月1日には白石市食生活

改善推進員による笹巻きづくりの実

演と試食会が催されました。茨城県

から来た女性は、「笹巻きは初めて

食べました。とってもおいしいです

ね。」と白石の伝承料理を味わって

いました。

薬物乱用「ダメ1ゼッタイ』

　電　　・1・
　r4　　囲1
　綴
　　　　　　　3　塾．．

一一　一　　　　　　　　　　　　橘畜声～り　r
塾 　F躍㎡一　　イド　5　　．　　　．一」

麻薬や覚せい剤から青少年を守る

のに役立ててもらいたいと、白石ラ

イオンズクラブ（菊池栄一会長）が

先日、白石駅前で白石地区保護司会

の斎藤三男会長に麻薬被害の恐ろし

さなどを写したパネルを贈呈しまし

た。贈呈されたパネルは、今後仙南

地区の各学校や各地区で開催される

展示会、薬物乱用防止の啓発運動時

に無料で貸し出されます。（貸し出し

ご希望の方は、白石地区保護司会ま

たは社会福祉協議会宙22－1400へ）
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椿
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田
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去
年
植
え
し
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木
の
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も
ほ
こ
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び
て
ほ
の
か
に
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う
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れ
な
ず
む
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
大
槻
　
正
兄

國
一
首
目
。
戦
禍
に
苦
し
む
コ
ソ
ボ
難
民
を
テ
レ

ビ
に
見
て
、
か
つ
て
の
引
き
揚
げ
の
体
験
と
重
ね
合

わ
せ
た
切
実
な
歌
。
二
首
目
。
雪
の
東
北
と
南
国
紀

伊
の
季
節
の
対
比
が
鮮
明
で
、
読
者
も
納
得
さ
れ
る
。

三
首
目
。
作
者
の
誕
生
日
を
祝
福
し
て
君
子
蘭
が
咲

い
た
。
さ
り
げ
な
く
擬
人
化
し
た
と
こ
ろ
が
よ
い
。

遠
藤
秋
尾
選
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ん
ぐ
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逝
き
し
こ
と
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れ
萬
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で
揺
く
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や
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櫻

日
下
　
文

高
橋
正
雄

そ
れ
ぞ
れ
に
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札
立
て
て
花
の
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大
庭
良
子

バ
ッ
ハ
聴
き
茶
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に
一
人
春
の
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青
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良
子

春
う
ら
・
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と
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か
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岩
澤
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峯

花
満
ち
て
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の
ご
と
　
　
佐
藤
　
周
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の
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手
今
日
よ
り
電
車
徐
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か
な
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家
弘
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交
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嶺
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静
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圖
一
旬
目
。
四
月
一
日
は
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
、
別

に
「
四
月
ば
か
」
と
か
「
万
愚
説
」
と
も
言
う
。
罪
の

な
い
嘘
や
人
を
担
い
だ
り
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
風
習

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
あ
る
。
作
者
の
夫
君
が
突
然
に

亡
く
な
ら
れ
た
、
い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
ず
嘘
で
あ
れ
と

思
う
の
だ
が
。
二
句
目
。
夕
桜
と
鐘
の
取
り
合
わ
せ
が

よ
い
。
三
句
目
。
花
の
市
に
苗
も
売
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
に
苗
札
を
つ
け
て
、
市
の
活
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
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孫
太
郎
選
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子
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鶴
子

意
地
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せ
ば
重
み
の
あ
る
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光
る
　
北
　
ち
づ
る

介
護
す
る
方
で
よ
か
っ
た
と
妻
の
笑
み
　
大
沼
　
妙
子

不
審
船
ア
メ
リ
カ
頼
り
の
不
甲
斐
な
さ
　
鈴
木
　
希
市

四
個
あ
る
ダ
ン
ゴ
の
一
箇
母
の
も
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大
庭
　
良
子

足
し
算
が
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き
算
に
負
け
低
金
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佐
藤
　
尚
志

圖
｝
旬
目
。
鯉
の
ぽ
り
か
ら
現
代
家
庭
教
育
の
あ
り
方

を
穿
っ
た
句
と
み
る
。
剛
ま
し
く
生
き
た
父
を
越
え
て
人
生

を
泳
ぎ
切
る
鯉
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
い
い
意
味
で

の
「
厨
陥
ぎ
」
を
望
ん
で
い
る
。
父
は
険
く
な
く
て
は
な
ら

幽
。
佳
句
、
二
句
目
。
「
高
齢
化
社
会
に
生
き
る
た
め
に
は
、

青
年
の
心
意
気
で
当
た
り
、
自
分
か
ら
早
く
老
け
込
む
な
。
」

「
日
々
新
た
」
の
心
境
は
常
に
自
分
自
身
の
す
べ
て
を
新
鮮

に
す
る
要
因
で
あ
る
。
佳
句
。
三
句
目
。
人
生
の
嘘
も
実
も

知
り
尽
く
し
て
い
る
「
老
い
の
顔
」
が
浮
く
。
下
五
の
「
顔

の
し
わ
」
の
表
現
が
句
を
引
き
締
め
て
い
る
。
巧
み
な
技
法

が
淡
々
と
し
た
表
現
の
中
に
含
蓄
あ
る
句
に
し
た
。
佳
句
。

　　　　　　　ワコーヒーブレーク⑯

白石郵便局

　　高野弓理恵さん幅島市

晦

轡

》仕事について

郵便物の配達をしています。

（本町、大手町、益岡町、八幡町、南町一・二丁

目を回っていますのでよろしくお願いします。）

》夢や目標

　今は地図を見ながら配達しているので、早く仕

事を覚えて一人前になりたいです。

り理想のタイプ

　自分の意見をしっかり持っている人

公園愛護会の活勲（10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　】ノF醤
　＞代表者　　　　　　　　　　　　　　・，解’

　遠藤　明さん　㌍　　・二競・．磁繍㌧

牌公園，轟越乞耀
旭町第二公園誕繋…薪酬．購

　　（3，902㎡）　　　　‘趨、、

　当公園は、旭町自治会が　‘公園愛護会『をつく

り、自治会活動のひとつに位置づけ、特に「全員

一日作業日」などを通して、会員相互の貴重なふ

れあいの場、愛郷心芽生えへの期待の場としつつ、

維持管理に当たっています。

　数年前までの荒れた空き地もようやく公園らし

いたたずまいになり、子供たちのポイ捨ても減っ

てきましたが、大人の公衆道徳への無関心はまだ

目立ちます。特に幼児などを連れたお母さん方は、

遊びの教えと共に公共心養育の最良の場として認

識してくださればと思います。

透テニスで‘讐スポーツ・

つ＼
＼！2

　白石ソフトテニススポーツ少年団は、

小学4・5・6年生と中学生の団員75

名（平成10年度）で、テニスの基本

練習をしています。「ソフトテニス」と

は、旧来軟式テニスとして親し豪れて

いた競技で、平成4年度よりソフトテ

ニスと名称が変わりました。

　指導者は白石ソフトテニス協会の会

員で、競技での勝敗を目標とする児童

生徒の育成より、テニスの楽しさを昧

あわせたり、子供の健全育成と地域間

交流を目指し活動しています。

　初めての団員には、パウンドするボ

ールを打つことは少々大変なことで、

慣れるまでには時間がかかります。し

かし、発達の著しい時期にいろいろな

運動に慣れ親しむことは、心身共によ

い影響を及ぼすことと思います。テニ

スが好きになって、生涯スポーツとし

ていつまでも続けてほしいと願ってい

ます。

　練習は、休日（日曜日、第2・第4

土曜日、祝日）の9＝00から11100ま

で、岩崎公園テニスコートで行ってお

りますので、ぜひ、テニスコートに来

てみてくださし、。

⑧
★

竹
人　

　
4

　
　
　
　
★

C，きF
〔
“
颪
圃
馨

繋
』τ穣

　
　
　
　
　
　
↓

騨
、
一
黛
菊

．
礁
粥
鱗
－
、
・
ス

斯
　
・

薦
灘
ー
．
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
ー
』
・
　
デ

　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
寛

　
　
　
¢

浬
羅
一

、
・
曝
！

し
潔
　
甲

　
　
、
一

鯛
　
、

●
甲

ご

（
、
翫

馨量難躍
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、
　
　
、
、

喰

㌧
，

錦
ぼ

　
　
　
、

　先月に続いて、今月はテレホンカードのお話をしたい

と思います。

　オーストラリアで売られているカードは、日本のそれ

を3枚重ねたぐらいの厚さで、料金は5、10、20、50ド

ル（それぞれ約400、800、1，600、4，000円）です。写真

のとおり、一見何も変わらないテレホンカードですが、

実はI　Cチップが組み込まれているのです。これによっ

て偽造されるのを防ぐ役割を果たしています。日本でも、

近々東京周辺でこのようなl　Cチップのテレホンカード

が利用されるということですが、ここオーストラリアで

は、一足早く導入されていました。どこの国でも同じよ

うな悩みは絶えないようです。
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＼

国
民
年
盒
の
手
続
き
は
、
お
済
み
で
す
か

・
第
二
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
。
保
険
料
は
絵
料
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

・
第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
。
保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入

し
て
い
る
制
度
（
厚
生
年
金
保
険
・
共

済
組
合
）
で
負
担
す
る
の
で
、
ご
自
分

で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
市
民
課

　
国
民
年
金
係
　
宙
2
2
1
1
3
1
2

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
で
、

厚
生
年
金
保
険
（
会
社
員
）
や
共
済
組

合
（
公
務
員
等
）
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
、
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
学
生
も

強
制
加
入
で
す
。
）
手
続
き
は
ご
自
分
が

市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
加
入
し
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
に

は
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
は
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
届
け
出
を
忘
れ
て
保
険
料
を
納
め
な

い
で
い
る
と
、
将
来
、
年
金
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
届
け
出
は
、
忘
れ
ず
に
で

き
る
だ
け
早
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
第
一
号
被
保
険
者

　
学
生
や
農
業
・
商
業
な
ど
を
営
む
人

と
そ
の
家
族
。
保
険
料
は
市
役
所
が
発

行
す
る
納
付
案
内
書
な
ど
に
よ
り
ご
自

分
で
納
め
ま
す
。

が
け
崩
れ
に
ご
注
意

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
問
で
す

め
、
人
家
の
近
く
で
起
き
る
と
逃
げ
遅

れ
る
人
が
多
く
、
死
者
の
出
る
割
合
も

高
く
な
り
ま
す
。

　
が
け
崩
れ
の
恐
れ
の
あ
る
所
で
は
、

ふ
だ
ん
か
ら
避
難
場
所
や
非
難
経
路
に

つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
災
害
が
起
き
た
と
き
、

家
族
全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
非
難
先
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
雨
や
台
風
、

地
震
な
ど
の
情
報
に
常
に
注
意
し
、
危

険
を
感
じ
た
ら
速
や
か
に
非
難
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
こ
ん
な
と
き
は
特
に
危
険

▼
斜
面
の
途
中
か
ら
急
に
水
が
わ
き
出

　
し
た
。

▼
斜
面
か
ら
バ
ラ
バ
ラ
と
小
石
な
ど
が

　
落
ち
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
へ
き

▼
石
垣
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
に
、

　
ず
れ
や
は
ら
み
、
亀
裂
が
生
じ
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
土
木
部
建
設
課
宙
2
2
1
1
3
2
6

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
事

前
に
通
知
い
た
し
ま
す
が
、
毎
年
六
月

に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
は
、
現
在
支
給
を
受
け

て
い
る
方
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど

を
届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当

が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大

切
な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出

が
な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
い
分
か

ら
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
持
参
す
る
も
の
〉

①
通
知
書

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
）

③
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
に
加
入
し

　
て
い
る
方
は
、
同
封
の
「
年
金
加
入

　
証
明
書
」
に
会
社
か
ら
証
明
を
受
け

　
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
加
入
の
方
は
必
要
あ
り
ま

　
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
総
務
係

　
雷
2
2
1
1
3
1
2

児童手当現況届日程表

　
六
目
は
士
砂
災
害
防
止
月
間
。
梅
雨

で
長
雨
の
降
る
六
月
は
、
土
砂
災
害
の

多
い
時
期
で
す
。

　
土
砂
災
害
に
は
、
が
け
崩
れ
や
地
滑

り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
が
け
崩
れ
は
、
雨
で
地
中
に
し
み
込

ん
だ
水
分
が
、
土
の
抵
抗
力
を
弱
め
る

た
め
に
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
も
の

で
す
。
地
震
が
原
因
で
起
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
前
触
れ
な
し
に
突
然
起
こ

る
こ
と
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
た

場所間時

市
役
所
（
4
階
）

　
　
　
第
4
会
議
室

午前
9時

後
時

午
3

地区
越河
斎川
大平
白川
大鷹沢

福岡
小原

白石

月　日

6月

22日

23日

日
日

4
　
【
0

0
乙
　
0
乙

★
今
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す
！

　
今
月
は
、
平
成
十
一
年
二
月
分
か
ら

五
月
分
ま
で
の
四
カ
月
分
の
児
童
手
当

が
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
四

日
以
降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

　
民
課
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

6
月
1
1
日
は
自
石
市
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す

　
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二
日
に
発
生

し
た
宮
城
県
沖
地
震
、
お
よ
び
平
成
七

年
一
月
十
七
日
の
阪
神
大
震
災
を
教
訓

と
し
た
白
石
市
総
合
防
災
訓
練
を
、
今

年
は
六
月
十
一
日
（
金
）
午
後
一
時
か

ら
三
時
三
十
分
ま
で
、
白
石
市
白
鳥
地

内
ソ
ニ
ー
白
石
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
株
式

会
社
を
主
会
場
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
訓
練
の
内
容

　
『
六
月
十
］
日
午
前
十
一
時
二
十
分

ご
ろ
宮
城
県
沖
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
と
推
定
さ
れ
る
大

規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
。

ル　　　　　　　　レ

1、フ　　夢　　　＿
　　　ぜ鱗　第．轟貯，圃1

蕊綴構F曽1．．「

　
こ
の
地
震
の
た
め
市
内
各
地
に
お
い

て
家
屋
の
倒
壊
、
公
共
施
設
が
損
壊
し

た
ほ
か
交
通
機
関
、
電
力
、
通
信
、
ガ

ス
、
道
路
、
上
下
水
道
施
設
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な
被
害
が
で
た
。
』

　
こ
の
た
め
、
ソ
ニ
ー
白
石
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
㈱
の
従
業
員
が
工
場
内
に
取
り

残
さ
れ
、
自
石
消
防
署
・
白
石
市
消
防

団
の
救
出
活
動
、
自
石
市
医
師
会
な
ど

に
よ
る
応
急
処
置
、
さ
ら
に
自
衛
隊
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
消
火
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

●
訓
練
の
お
知
ら
せ

　
午
後
一
時
に
市
内
↓
斉
に
サ
イ
レ
ン

や
鐘
を
鳴
ら
し
て
訓
練
の
開
始
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
主
会
場
と
な
る
ソ
ニ
ー
白
石
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
㈱
運
動
場
で
は
煙
中
避
難
訓

練
、
初
期
消
火
訓
練
お
よ
び
応
急
復
旧

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
民
生
部
生
活
環
境
課

　
薗
2
2
i
1
3
1
4

冠
’
塩
可

認
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擁

　
　
　
　
　
艶
　
烈

■＝

館
園
校
館
園
校
校
校
校
校
校
校
館
園
園
場
園
園
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
球
公
　
　
抄

蝦
育
弾
鋸
分
分
分
鈴
分
醤
籍
公
認
公
所

岡
保
谷
谷
谷
宮
峰
忘
蔵
住
源
源
源
源
央
闇
先
煎

福
北
深
深
深
八
長
不
旧
三
4
4
4
4
中
益
白
鎌
城

越河小学校

南中学校
越河公民館
越河保育園
斎川小学校
斎川公民館
大平小学校
大平公民館
勤労者体育センター

奥州街道ふれあいの館

大鷹沢小学校

大鷹沢公民館

大鷹沢保育園

白川小学校

校
館
園
校
校

学
民
育
学
学

中
公
保
小
中

川
川
川
岡
岡

白
自
白
福
福

白石第一小学校

白石第一幼稚園

自石第一児童館

いきいきプラザ

白石女子高等学校

西　保　育　園

市　　役　　所

勤労青少年ホーム

白石高等学校

白石中学校

南保育園
白石第二幼稚園

働く婦人の家
白石第二小学校

中央公民館
白石工業高等学校

鷹巣地区コミュニティーセンター

東保育園
東中学校

あいさつが人の心を開く！rあ糖っ勘』（斎川地区）
　斎川地区（地区代表者と学校で組　　　昨年5月、斎川小学校に、東京都　　　通りかかった子供たちは、一人ひ

織する南中学校区三校連絡協議会）　青梅市の青田登志子さんという方か　　とり写真を送ってもらったお礼の手

では、児童生徒のあいさつ啓蒙をね　　ら、子供たちの写真を同封した手紙　　紙を青田さんに書きました。また、

らいとして、「あいさつ通り」の看　　が届きました。　　　　　　　　　　今年1月、青田さんから「子供たち

板を平成4年から地区の主要な道路　　　その概略は『70歳を過ぎた青田さ　　に励まされて、元気に一年を過ごさ

わき6カ所に設置しています。この　　んご夫妻が東北地方を旅していまし　せていただきました」という年賀状

「あいさつ通り」にまつわる出来事　　た。その旅の二日目の朝、斎川の国　が斎川小学校に届きました。

を紹介します。　　　　　　　　　　道筋の駐車場で休憩をしていたとこ　　　このことは、「おはようございま

　　　　　　　　　　　　馨　　　ろに、登校する子供たちが通りかか　　す」というような何気ないあいさつ

　　　　　　　　　　　　甲　　　り、元気よく「おぽよらどぎず・まオ”」　が、いかに人の心を開き、そして勇

　　　　　　　　　　　　　　　　と声をかけてくれました。青田さん　　気づけるかということを示している

l
， ．

笠 ，一荒
、き犠たちの門るく元気な様子Σ礼儀正し域で子供を百てようという日ごろの

　　　　　泥　三　，　　・・．．　駿　　さなどに大いに感激し、兀気づけら　　姿勢が見事に結実した心温まる出来

　　・．　　　　　　　　　　静　　れました。』という内容でした。　　　事と思います。
＼　　　、1諏．羨鞭置．．



前
自
石
市
長

関
谷
宗
幽
氏
逝
去

野’、・・、、

　　　翼

垂禽
薩・

　
前
白
石
市
長
関
谷
宗
一
氏
は
、
去
る

四
月
二
十
八
日
午
前
四
時
、
老
衰
の
た

め
、
ご
自
宅
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

九
十
歳
で
し
た
，
慎
ん
で
氏
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
故
関
谷
宗
一
氏
は
、
仙
南
信
用
金
庫

会
長
、
全
国
信
用
金
庫
協
会
経
営
対
策

委
員
な
ど
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
地
方

金
融
界
お
よ
び
経
済
界
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
白
石

商
工
会
議
所
副
会
頭
、
常
任
顧
問
の
要

職
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
、
商
工
業
界
の

発
展
、
白
石
市
の
発
展
に
も
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
十
七
年
余
の
長
き
に
わ
た

り
白
石
市
教
育
委
員
会
委
員
長
を
務
め

ら
れ
た
ほ
か
、
宮
城
県
社
会
教
育
委
員
、

宮
城
県
教
育
委
員
会
委
員
、
白
石
市
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
、
地
方
教

育
振
興
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
白
石
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会

長
、
蔵
王
自
然
保
護
協
会
会
長
、
明
る

く
正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
、
白

石
市
総
合
計
画
審
議
会
会
長
な
ど
を
歴

任
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
四
日
、
白

石
市
長
に
就
任
、
一
期
四
年
間
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
市
政
発
展
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

関
谷
市
長
の
主
な
業
績

◎
市
民
の
文
化
活
動
、
生
涯
学
習
の
拠

　
点
施
設
と
な
る
中
央
公
民
館
の
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
5
6
年
1
2
月
）

◎
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
最
大
の
祭
典
、

　
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
誘
致
に
尽
力

　
さ
れ
、
「
第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ

　
ー
」
が
南
蔵
王
で
開
催

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
5
7
年
8
月
）

◎
市
内
小
中
学
生
児
童
生
徒
の
完
全
給

　
食
実
施
に
向
け
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

　
ー
を
建
設
　
　
（
昭
和
5
8
年
4
月
）

◎
歴
史
的
な
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
北
海

　
道
登
別
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
58
年
1
0
月
）

　えずこホールからの

お知らせ
■えずこウィンドアンサンブル

　～チャリティーコンサート～

仙南圏域のさまざまな世代約60名

による音づくりと心がふれあう空間

の演出をご堪能ください。（募金は

社会福祉のために寄付いたします。）

●日　時：平成11年6月6日（日1

　　　13時30分開場14時00分開演
●入場料：無料（整理券要）※整理券

　は、えずこホールほか大河原・金ヶ瀬

　公民館・フォルテ情報館で配布中。

■由紀さおり・安田祥子
　　「歌うた唄VoI、3」

むかし聴い
たあの歌、

懐かしう思
い出の歌。

ほのぼのと

心にしみる

美しい日本
の童謡を由

紀さおり・

安田祥子姉

妹がしっかりと歌い上げます。
●日　時1平成11年8月26日1木）

　　　18時30分開場19時00分開演
●入場料：前売り一般4，500円友の会4，050円

　（全席指定）当日一般5，00D円友の会4，500円

　（財）仙南文化振興財団
989－1267柴田郡大河原町字小島1－1
TELO224（52）3004FAXO224（51）1130

6尉纏臨腱齢灘騨一勿1
〈
昨
年
の
市
政
懇
談
会
風
景

次
　
第

開
　
会

あ
い
さ
つ

市
政
報
告

行
政
懇
談

閉
　
会

ク」

　　～市政に参画し
市民と市長のふれあ㎏

ゼ

氏

鋼翻「［碑』　鳳同巴　　／　　　欄『　6■㎜漏隔職一』コ・ご一　　「■『

　白石市は、市民総参画による市政　　様の生の声をお聞きしようとするも

の発展を図るため、本年度も市民の　　のです。

方々との対話を特に重視した市政懇　　　この市政懇談会のトークの中で得

談会「市民と市長のふれあいトーク」　た市民の皆様の貴重なご意見、ご提

を開催します。　　　　　　　　　　言等をこれからの市政に反映させて

　この市政懇談会は、自治会長さん　　いこうとするものです。6月の市政

を通じてお寄せいただいた事前の提　　懇談会は下表のとおりですので、各

言事項の集約をもとに、市長が先頭　　地区の皆様お誘い合わせご参加くだ

になって各地区を訪問し、市民の皆　　さるようお願いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

　　　　開催場所

市営住宅共同施設鷹巣集会所

城東コミュニティーセンター

田町会館

開催時間

午後ア時

午後7時

午後7時

開催月日

6月1日（火）

6月2日（水）

6月7日（月）

　自　治会名

鷹巣、旭町

柳町

田町

地区

白石

　市政懇談会は各地区の要望を受け付ける場所ではなく、市民の皆様の生

の声をお聞きし、意見交換をする場所です。一その成果をこれからの市

政に反映していこうとするものですので、ご理解ご協力のほどよろしくお

願いいたします。

一
病
院
も

の
が
た
り

　
多
く
の
人
が
生
涯
を
通
じ
て
悩
み
、

望
ん
で
い
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
い

ほ
ど
あ
る
中
で
共
通
し
て
い
る
の
が
病

　
　
　
い
の
ち

で
あ
り
、
生
命
の
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
二
つ
に
か
か
わ
る
施
設
と
し
て
白

　
　
　
　
　
　
　
ご
て
ん
い

石
で
は
そ
れ
ま
で
の
御
典
医
、
開
業
医

の
ほ
か
に
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ご
う
き
ょ
う

初
め
て
の
西
洋
式
病
院
と
し
て
義
合
共

病
院
が
本
町
大
阪
屋
に
開
設
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
の
詳
細
な
記
録
が
な
い
ま

ま
数
年
の
う
ち
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
県
は
仙
南
に
分
院
を
建

て
る
考
え
が
あ
り
、
前
記
病
院
の
関
係

者
ら
刈
田
郡
有
志
の
強
い
誘
致
運
動
と

相
ま
っ
て
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

三
月
、
城
山
下
・
三
の
丸
の
一
角
で
桑

畑
に
な
っ
て
い
た
現
在
地
（
今
の
病
院

敷
地
の
約
三
分
の
一
の
面
積
）
に
県
立

宮
城
病
院
白
石
分
院
が
開
設
さ
れ
た
。

こ
れ
が
刈
田
病
院
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
当
時
県
立
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
土
地
は
上
西
国
八
氏
の
寄
贈
で
あ

り
、
そ
の
他
民
間
有
志
に
よ
る
多
大
な

寄
付
と
刈
田
郡
・
柴
田
郡
の
中
か
ら
集

ま
っ
た
善
意
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
記
録
が
あ
り
驚
い
た
。
と
同
時

に
先
人
た
ち
の
ぜ
ひ
と
も
自
石
の
地
に

病
院
を
建
て
た
い
と
の
意
気
込
み
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
土
台
石

に
は
明
治
七
年
に
解
体
さ
れ
た
自
石
城

の
城
壁
の
石
が
使
用
さ
れ
、
建
築
用
材

は
蔵
本
付
近
の
森
林
の
も
の
が
使
用
さ

公
立
刈
田
綜
合
病
院

院
長

れ
た
と
あ
り
一
層
興
味
深
い
。

　
そ
の
後
流
行
し
た
伝
染
病
問
題
や
デ

フ
レ
状
況
の
影
響
で
、
県
内
の
す
べ
て

の
分
院
と
共
に
二
年
四
カ
月
間
で
廃
止

と
な
る
が
、
医
療
器
具
な
ど
そ
の
ま
ま

保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
引
き
継
い

だ
形
で
公
立
病
院
設
立
の
議
が
通
っ
た

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
公
立
白
石

病
院
に
、
ま
た
郡
役
所
か
ら
の
監
督
権

委
譲
に
よ
り
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九

〇
）
一
町
十
力
村
組
合
立
と
な
る
。
白

石
駅
が
完
成
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
、

六
町
（
新
町
、
短
ケ
町
、
亘
理
町
、
長

町
、
中
町
、
本
町
）
も
に
ぎ
や
か
に
な

り
、
仙
台
ま
で
汽
車
で
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
医
師
の
交
流
も
活
発
に

な
る
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

医
師
法
が
公
布
さ
れ
、
漢
方
医
学
よ
り

西
洋
医
学
へ
の
移
行
が
進
ん
だ
と
き
で

も
あ
り
手
術
室
を
新
築
、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
と
昭
和
十
一
年
（
一
九

三
六
）
に
も
一
部
古
い
病
棟
や
待
合
室

な
ど
数
年
に
わ
た
り
整
備
が
行
わ
れ
た

が
、
こ
の
あ
と
幾
度
も
の
戦
時
体
制
下

で
混
乱
と
疲
弊
か
ら
の
脱
却
な
ど
苦
難

の
連
続
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
戦
後
新
し
い
薬
や
機
器
も
盛
ん
に
入

る
よ
う
に
な
り
、
建
物
が
だ
い
ぶ
古
く

そ
し
て
手
狭
に
な
っ
て
、
昭
和
二
十
九

年
（
一
九
五
四
）
仙
南
］
の
病
院
に
し

よ
う
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
本

格
的
な
改
築
工
事
が
始
ま
っ
た
。
ち
ょ

大
内
謙
　
二

う
ど
臼
石
町
外
六
力
村
が
合
併
し
市
と

な
っ
た
時
期
で
、
解
体
さ
れ
た
玄
関
口

は
第
一
小
の
近
く
に
復
元
保
存
さ
れ
当

時
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。
昭
和
三

十
二
年
（
一
九
五
七
）
小
原
村
が
白
石
市

に
合
併
。
当
時
と
し
て
は
立
派
な
設
備

を
誇
る
新
し
い
環
境
で
二
十
年
間
に
わ

た
り
地
域
医
療
に
非
常
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
狭
い
敷
地
で
の
診
療
が
困

難
と
な
り
昭
和
五
十
三
年
（
↓
九
七
八
）

長
い
土
地
論
争
の
末
、
隣
に
五
階
建
て

を
建
て
た
が
、
十
年
も
し
な
い
う
ち
に

急
速
な
医
学
の
進
歩
と
共
に
本
館
と
の

連
携
に
行
き
詰
ま
り
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

　
加
え
て
現
在
に
至
っ
て
は
、
度
重
な

る
医
療
法
の
改
正
で
病
室
や
廊
下
の
規

格
も
合
わ
な
く
な
り
そ
の
対
策
を
迫
ら

れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
歴
史
を
知
る
と
き
、
そ
の

史
実
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う

か
。
有
名
な
歴
史
学
者
で
あ
る
小
和
田

氏
に
よ
れ
ば
「
過
去
と
現
在
の
つ
な
が

り
の
中
か
ら
先
見
性
を
つ
か
む
こ
と
、

未
来
に
対
す
る
責
任
を
持
つ
こ
と
、
歴

史
を
学
ぶ
自
分
も
変
わ
っ
て
い
く
と
い

う
認
識
を
持
つ
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。

先
人
た
ち
の
心
意
気
や
苦
労
を
知
っ
た

と
き
、
今
度
は
私
た
ち
の
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
病
院
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
先
人

た
ち
へ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
で
も
あ
る

が
、
こ
の
ま
ま
現
在
地
で
続
け
れ
ば
法

律
に
合
わ
せ
る
た
め
の
規
模
縮
小
か
、

隣
接
地
取
得
で
機
器
類
の
購
入
を
あ
き

ら
め
る
か
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

い
ず
れ
に
し
て
も
病
院
と
し
て
の
機
能

は
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
結
果
と
し

て
専
門
の
医
師
が
来
て
く
れ
な
く
な
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
医
療
に
対
応
す
る
に
は

ど
う
し
て
も
広
い
敷
地
で
、
発
展
性
の

あ
る
構
造
の
病
院
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
が
現
実
そ
し
て
未
来
に
対
し

て
も
大
き
な
財
産
に
な
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
が
自
ら

も
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
を
強
く

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
現
在
地
で
は

ど
う
し
て
も
対
応
し
き
れ
ず
、
移
転
を

主
張
す
る
病
院
側
と
現
在
地
で
の
存
続

を
望
む
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
ま
た
以
前

と
同
じ
論
争
が
続
い
た
が
、
平
成
九
年

十
月
組
合
議
会
の
全
員
協
議
会
で
病
院

の
移
転
先
が
福
岡
蔵
本
の
下
原
沖
に
決

定
し
た
。
そ
の
先
に
は
福
祉
の
里
が
あ

り
、
来
年
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
法
下

で
の
連
携
も
将
来
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
予
定
地
の
蔵
本
に
立
ち
、
復
元
さ
れ

た
お
城
や
歴
史
を
刻
ん
だ
街
を
一
望
す

る
と
、
こ
こ
な
ら
患
者
さ
ん
の
病
や
生

　
　
　
　
　
　
　
　
い
や

命
の
た
め
に
、
ま
さ
し
く
癒
し
の
場
に
な

り
得
る
と
感
じ
意
を
強
く
し
て
い
る
。

　
現
在
の
敷
地
と
建
物
に
つ
い
て
は
、

商
店
街
の
若
い
人
た
ち
が
そ
の
利
用
法

を
検
討
し
て
い
る
と
聞
き
、
病
院
へ
の

無
料
巡
回
バ
ス
の
待
合
室
も
含
め
て
、

こ
の
機
会
に
こ
そ
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
（
文
献
一
公
立
刈
田
病
院
史
、
公

立
刈
田
綜
合
病
院
百
年
略
史
、
「
日
本
人

は
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
」
・
小
和

田
哲
男
著
）

　
　
　
　
　
　
Q
，
今
月
、
わ
が
家

　
　
　
　
　
　
は
社
会
保
険
に
加
入

　
　
　
　
　
　
し
ま
し
た
。
国
民
健

　
　
　
　
　
　
康
保
険
の
届
け
出
や

国
民
健
康
保
険
税
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
す
か
？

A
．
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
に

な
っ
て
国
保
か
ら
抜
け
る
と
き
は
、

両
方
の
被
保
険
者
証
等
を
お
持
ち
に

な
り
、
速
や
か
に
市
民
課
窓
口
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。

　
4
～
6
月
に
納
期
が
く
る
国
民
健

康
保
険
税
（
第
1
期
～
第
3
期
）
は
、

暫
定
賦
課
と
い
う
仮
の
税
額
（
4
・

5
月
号
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）
で
、
こ

の
期
問
に
新
た
に
国
保
に
加
入
さ
れ

た
と
き
、
国
保
か
ら
抜
け
た
と
き
の

計
算
は
、
8
月
の
本
賦
課
時
（
第
四

期
）
に
月
割
で
計
算
し
通
知
い
た
し

ま
す
（
そ
の
計
算
に
よ
り
還
付
に
な

る
場
合
と
差
額
課
税
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）
の
で
、
お
手
元
の
暫
定

税
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
期
限
内
に

納
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
市
民
課
に
お
届
け
の
際
、

税
務
課
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

6
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
3
期
の

納
期
で
す
。
納
期
限
内
納
付
に
こ
協

力
く
だ
さ
い
。



市民の皆様へ

　　　6月のこみ収集日について（お知らせ）
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目となります．）

不燃こみ

第4／火

第4／月

第4／金

第4／木

第4／金

第4／月

第4／水

区　　　　分

資源・ビン類

第2・第5／火

第2・第5／月

第2・第5／金

第2・第5／木

第2・第5／金

第2・第5／月

第2・第5／水

こ　　　　み

資源・缶プラ

第1・第3／火

第1・第3／月

第1・第3／金

第1・第3／木

第1・第3／金

第1・第3／月

第1・第3／水

可燃こみ

火・金

月・木

月・木

月・水・木

火・水・金

　　地　　　区（地　域　名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉）

　　　（大鷹沢田中）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

　　　（鷹巣）

E地区（市街・東北本線西側）

の
◆上記をあなたの地区にあてはめると平成11年6月の収集日は下記のようになります
　　※兄日、により　　日がク’になることがありま　ので、確認のうえ、ごみを出

資源・ビン類

8・29

資源・缶プラ

　1・15

　　　可燃こみ
4・8・11・15・18・22・25・291

　地区名
越河・斎川・大平

28147・21

2511184

2410173

24・2810・14・17・2173

大鷹沢・白川・小下倉

大鷹沢田中

福岡・小原

2511184

28147・21

2・3・7・9・10・14・16・17・2
23。24・28・30

市街・東北本線東側
（臼石工業高校側）

鷹巣

239・3016215・16・181・2・4・8・9・1
22・23・25・29・30

市街・東北本線西倶

　（白石市役所側）

◆お願　い
1、こみは収集日を守り、必ず収集日の朝8時30分までに出してください。
2．生こみは、十分に水分を切ってから出してください。

3．ペットボトルは燃やさないで、資源こみとして出してください。
4，スプレー缶は中身を使い切ってから穴をあけ、資源こみとして出してください。

◆ごみは指定の袋に入れて集積所へ
1，こみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。
　◎仙南リサイクルセンターでは、（盈33－2225）では、一般家庭の「不燃性粗大こみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30

　　　～11：30）に受け付けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ先　市生活環境課　宙22－1314

◆
野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

・
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
「
廃

　
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

　
律
」
に
よ
り
焼
却
設
備
を
用
い
て
焼

　
却
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
焼
却

　
設
備
を
使
用
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
野

　
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

　
な
ど
の
合
成
樹
脂
、
廃
タ
イ
ヤ
、
ゴ

　
ム
く
ず
、
廃
油
な
ど
燃
焼
の
際
著
し

　
い
ば
い
煙
、
有
害
ガ
ス
ま
た
は
悪
臭

　
を
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
を
屋

　
外
で
多
量
に
燃
焼
す
る
こ
と
は
、

　
「
宮
城
県
公
害
防
止
条
例
」
に
よ
り

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
か
ら
出
た
木
く
ず
、
紙
く
ず
な

　
ど
は
、
な
る
べ
く
焼
却
せ
ず
可
燃
ご

　
み
と
し
て
出
す
よ
う
に
し
、
ま
た
簡

　
易
な
施
設
で
焼
却
す
る
場
合
は
、
多

　
量
の
煙
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
注
意

　
し
、
風
向
き
な
ど
を
考
慮
し
て
、
周

　
辺
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
野
火
を
行
う
場
合
や
、
簡
易
な
施
設

　
で
多
量
に
焼
却
す
る
場
合
な
ど
は
、

　
事
前
に
消
防
署
（
白
石
消
防
署
宙
2

　
5
1
2
2
5
9
）
に
届
け
出
が
必
要

　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

－
－
▼

■「歯垢と歯石」

石
川
歯
科
医
院

院
　
長

石
川
和
史

■　
現
在
、
歯
周
疾
患
の
原
因
が
歯
垢

（
プ
ラ
ー
ク
）
で
あ
り
、
そ
の
予
防
が

歯
垢
の
除
去
（
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
）
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
広
く
浸
透

し
て
き
て
い
ま
す
．
し
か
し
、
「
歯
垢
」

に
比
べ
て
「
歯
石
」
と
い
う
言
葉
は
な

じ
み
が
薄
い
と
思
い
ま
す
。
歯
石
と
は
、

簡
単
に
言
う
と
歯
垢
が
石
灰
化
し
て
硬

く
な
っ
た
も
の
で
、
歯
ブ
ラ
シ
で
は
除

去
で
き
ま
せ
ん
。
歯
石
に
は
、
①
歯
肉

の
縁
上
に
で
き
る
黄
白
色
の
も
の
、
こ

熱
は
唾
液
腺
開
口
部
付
近
、
つ
ま
り
上

顎
の
奥
歯
の
表
側
・
下
顎
の
前
歯
の
裏

側
に
で
き
や
す
い
。
②
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

内
に
で
き
る
黒
褐
色
の
も
の
と
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
歯
周
疾
患
の
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
黄
自
色
の
歯
石
は
義
歯

に
も
沈
着
し
、
黒
褐
色
の
歯
石
は
、
よ

く
虫
歯
と
勘
違
い
し
て
来
院
さ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
歯
垢
が
な
ぜ
歯
周
疾
患
の
原

因
な
の
か
。
歯
垢
中
に
は
炎
症
を
誘
発

さ
せ
る
物
質
、
タ
ン
パ
ク
を
分
解
す
る

物
質
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
分
解
す
る
物
質

な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
歯
周
組
織
の
破
壊
が
起
き
ま
す
。

細
菌
が
関
与
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
石
に
は
こ
の
歯
垢

が
蓄
積
し
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、

硬
い
歯
石
が
歯
肉
に
接
触
す
る
こ
と

で
、
炎
症
性
な
ら
び
に
機
械
的
刺
激
を

与
え
ま
す
。

　
歯
石
沈
着
の
予
防
は
、
歯
垢
の
除
去

で
す
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
後
に
鏡
で
見
た

り
、
下
顎
の
前
歯
の
裏
側
を
舌
で
触
れ

て
み
て
ザ
ラ
ザ
ラ
し
な
い
か
な
ど
、
あ

る
程
度
の
自
己
診
断
は
可
能
で
す
。
し

か
し
、
歯
石
が
沈
着
し
て
し
ま
う
と
自

分
で
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
、

定
期
健
診
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

歯、のしむ

z

与子いな

　今回の3歳6カ月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね亘
佐藤　悠ちゃん　　（大鷹沢三沢）　　　　　　佐々木茉美ちゃん（福岡長袋）

阿部みちるちゃん（南町）　　　　　　　　　吉田紗恵ちゃん　　（東大畑）

伊藤航介くん　　（福岡長袋）　　　　　　　八島優弥くん　　（大鷹沢大町

齋藤和樹くん　　　（越河）　　　　　　　　　工藤彩乃ちゃん　　（福岡蔵本）

高橋裕希くん　　　（大鷹沢大町）　　　　　　菊地朋子ちゃん　　（東町）

井上一一希くん　　　（旭町）　　　　　　　　　鈴木智裕くん　　　（柳町）

半澤明実ちゃん　　（田町）　　　　　　　　　須藤　幸ちゃん　　（越河平）

虫歯を早く治して
　　メタソ〃をも6おうノ

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6カ

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

闘
摩
，

弘
卍

罰蟹　　齢．瞳



白石市働く婦人の家・女性政策室 　宙25－6593
圃。宙25－5095

6月の休館日　7（月）・13（日）・21（月）・27（日）

働く婦人の家～公開講座へのお誘い～

　5月24日から開催するホームヘル

パー2級課程の中で、下記の講演を

公開講座といたします。

　多くの方のご参加をお待ちしてお

ります．

●場所働く婦人の家（6／2・14）

　　　総合福祉センター（6／18・22）

●受講料無料
●お申し込み　ご来館または電話で

お申込みください。

※午前から午後にわたる講演につい

　ては、お弁当持参可。

※託児業務も行いますので、お申し

込みの際にご相談ください。

6月2日（水）
13＝00～16：00

　日　時

6月14日（月）
9：00～12＝00

6月14日（月）
12＝30～15：30

6月18日（金）
10：00～14＝00

6月18日（金）
14：00～16：00

6月22日（火）
10：00～15：00

ゆうゆうホーム
医師　安藤　ひろみ氏

　　　　　　　師　　　講

仙台市立病院
精神科臨床心理士 菊池陽子氏
登米町在宅介護支援センター

本吉直紀子氏
元刈田病院医師・仙南保健所長

平井二郎氏

同　　上

巴雅人氏

障害・疾病の理解
　　内　　　容

高齢者・障害者（児）の心理

高齢者・障害者（児）等の

家族の理解
医学の基礎知識

リハビリテーション医療の
基礎知識

住宅・福祉用具に関する
知識

講演「法律を学ぶ・改正男女雇用機会均等法」
参力口者募集1

　4月の法律改正により、今後の職

場環境がどうあるべきか、男女にと

って理想的な職場とはどのようなも

のか、皆さんで学んでみませんか。

●日　時　6月15日（火）

　　　　14：00～15：00

●場　所　いきいきプラザ

　　　　1Fワークショッフ。ルーム

●講　師　宮城女性少年室

　　　室長　白兼俊貴氏

●参加費無料
●その他　性別・年齢は問いません。

お誘い合わせのうえ、ぜひご参加く

ださい。

※託児もあります。（予約必要）

●お申し込み・お問い合わせ先

　女性政策室（働く婦人の家内）

写 いぎいきプラザお問し’合わせ・型錨1畿

「市民ギャラリー』展示のこ案内
6月の休館日　7・14・21・28日

★書道・陶芸

　6／2（水）～6／16（水）

　［働く婦人の家サークル］

★フランス刺繍

　6／17（木）～6／30（水）

　［働く婦人の家サークル］

「2階リサイクルプラザ」か5のお知らせ

『小学綾低学年工作繊室』参加者募銀

空を飛んでみたい！という気持ち

を込めて、折り紙で飛行機を作る子

は意外と多いことでしょう。

　そこで、身近な材料で飛行機を作

って、リサイクルプラザの2階から

飛ばしてみませんか。

●日時　6月26日（土）10100～

●場　所　いきいきプラザ2階

●内　容　ハガキのひこうき

　　　　ハガキのかざぐるま

●持参する物

　いらなくなったハガキ　10枚

　割りばし　　　　　5本

●参加費無料
　参加希望者は、いきいきプラザヘ

電話でお申し込みください。

國　　　　　　華　　　　　　・喜

LIBRARY　NEWS
　★今月の書棚★

野、辱 ヤ㍉　　当

．欝，鹸義
1．1961－1968　ボッコちゃん　ほか
2．1968－1973　午後の恐竜　　ほか
3．1974－1997　ごたごた気流　ほか

　　■新着図書案内30選■
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29．

30．

ご当地ソング讃　　　　　溝尾良隆著

天の鏡　　　グラハム・ハンコック著

日本のことわざ　　　　　時田昌瑞著

学校が合わないときの学校探し　学研編

大学3年生からの就職活動準備マニュアル

　　　　　　　諏訪隆志著
お母さんの愛は「心の学校」　山路鎮子著

個人の税務相談事例500選塩見征夫編
医者が末期がん患者になってわかった

こと　　　　　　　岩田隆信著
続・医者が末期がん患者になってわか

ったこと　　　　　　　　岩田隆信著

住まいの修理の手帳　　　西沢正人著

おべんとう365日
　　S　Sコミュニケーションズ編
キャラクターで作ろうかわいいおべんとう

　　　　　　ブティック社編
かわいい鉢花の育て方　　吉田幸夫著

週末を楽しむ　東京の小さな美術館・

博物館　　　　　　　成美堂出版社編

恋する男たち　　　　篠田節子ほか著

大奥秘図　絵島生島　　　早乙女貢著

青年社長（上）　　　　　高杉良著
青年社長（下）　　　　　高杉良著
コスメティック　　　　　林真理子著

フィッツジェラルドの午前3時

　　　　　ロジェ・グルニエ著
おはなのすきなおおかみくん

　　　マルティーヌ・ブール絵
太陽の王子　ホルスの大冒険

　　　　　徳問アニメ絵本21
おふろで　もう　い～いかい

　　　　　　ささきようこ絵
どうぶつあつまれ（ものしりスーパー図鑑）

　　　　　　ひかりのくに編
天気がへんだ（調べ学習にやくだつ環

境の本）　　　　　　桐生広人ほか著，

飢餓（国際協力を知る本）

　　　　　ポール・ベネット著
雑貨屋さんへようこそ　　武藤光子著

林屋木久蔵の子ども落語その6（おさ
わがせな人たち編）　　林屋木久蔵著

不思議を売る男

　ジェラルディン・マコーリアン作
古城の幽霊ボガード　　　クーパー作

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜日　　10時～16時
6月の休館日

　7日、14日、21日、28日、
30日　（月末休館日）

低力ロリーの

鮭の菜の花ちらし

◆蔽

色彩がとτi5きれ61なお痔司です’

すましカ←を誘完τ

〈
作
り
方
〉

①
鮭
を
焼
い
て
ほ
ぐ
す
。
ニ
ン
ジ
ン
と

　
シ
イ
タ
ケ
は
千
切
り
に
し
鍋
に
入

　
れ
、
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ
、
酒
、
水

　
少
々
を
加
え
、
火
に
か
け
味
付
け
を

　
す
る
。
卵
は
砂
糖
、
塩
を
加
え
て
よ

　
く
か
き
混
ぜ
て
薄
焼
き
卵
を
作
る
。

　
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
、
塩
少
々
を
入
れ

　
て
ゆ
で
る
。
菜
の
花
は
熱
湯
に
く
ぐ

　
し
て
、
水
に
取
り
よ
く
絞
る
。

②
砂
糖
と
酢
で
合
わ
せ
酢
を
作
り
、
硬

　
め
に
炊
い
た
ご
飯
に
混
ぜ
、
器
に
盛

　
り
①
を
彩
り
よ
く
盛
り
付
け
る
。

　材料4人分
米………・………320g
ニンジン…………・・小1本
シイタケー一・一・一一一一3枚

卵…………・……・D2個
グリンピースー・一一・一・一50g

菜の花…一…………50g
砂糖……・………大さじ2
しょうゆ一・一・一一一・・小さじ1

5酉一一・。・。一・・一。”・ノ』、さじ1

酢……・………・・大さじ3
サラダ油………・・一小さじマ

塩………………ノ』、さじ1

ヘルスメイト白石

志村　わくりさん1

　　　（大鷹沢）1
　　　　　　ノ
　　　　　　！
　　　　　！
　　　　　！　　　　　／
　　　　！

里
須
／

回　
快
い
季
節
に
な
る
と
心
も
お
お
ら
　
ま

か
に
な
り
、
必
要
も
な
い
商
品
を
つ
い
　
＊

買
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
慌
て
ず
対
応
で
き
る
よ
う
、
　
し

悪
質
商
法
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
と

＊
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
　
　
り

　
「
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
」
「
プ
レ
ゼ
険

ン
ト
が
当
た
り
ま
し
た
」
な
ど
と
電
　
な

話
で
呼
び
出
さ
れ
、
高
額
な
パ
ソ
コ
　
高

ン
や
会
員
権
の
購
入
契
約
を
し
て
　
＊

し
ま
う
。

＊
S
F
商
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
「
新
商
品
の
紹
介
で
す
」
と
言
っ
て
　
つ

家
庭
雑
貨
を
無
料
で
配
っ
た
り
、
街
　
れ

行
く
人
に
当
た
り
く
じ
を
引
か
せ
、
　
や

景
品
を
渡
す
と
言
っ
て
会
場
に
連
れ
　
鑑

て
い
き
、
高
額
な
羽
毛
布
団
や
電
磁

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
購
入
契
約
さ
せ
る
。
　
し

＊
マ
ル
チ
・
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
　
　
や

　
「
必
ず
も
う
か
る
」
「
副
業
に
」
な
　
い

ど
と
学
校
の
友
人
や
職
場
の
同
僚
　
に

な
ど
に
誘
わ
れ
商
品
の
販
売
や
知
　
で

人
の
紹
介
。
実
際
も
う
か
る
の
は
　
販

一
握
り
の
上
位
者
の
み
で
す
。
大
半
　
は

の
人
は
売
れ
残
っ
た
商
品
と
借
金
　
●

が
残
る
だ
け
。
友
人
知
人
を
勧
誘

し
、
人
間
関
係
を
壊
す
こ
と
に
な
り

す
。

点
検
商
法

「
点
検
に
来
ま
し
た
」
「
調
査
に
来
ま

た
」
「
：
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」
な
ど

公
的
機
関
や
有
名
な
会
社
を
名
乗

訪
問
。
「
期
限
が
切
れ
て
い
る
」
「
危

で
す
」
「
も
う
す
ぐ
使
用
で
き
な
く

る
」
と
だ
ま
し
て
市
価
よ
り
相
当
割

な
代
替
商
品
を
購
入
さ
せ
ま
す
。

開
運
商
法

「
先
祖
の
た
た
り
で
す
」
「
水
子
の

た
り
で
す
」
と
言
い
「
こ
れ
を
身
に

け
れ
ば
大
丈
夫
」
「
こ
れ
を
購
入
す

ば
幸
せ
に
」
な
ど
と
、
人
の
不
幸

不
安
感
に
つ
け
込
み
、
高
額
な
印

や
つ
ぼ
、
掛
け
軸
を
売
り
つ
け
る
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
商
法
で
契
約

て
し
ま
っ
て
も
、
だ
ま
さ
れ
た
、

は
り
必
要
が
な
か
っ
た
と
気
づ

た
と
き
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」

よ
り
、
一
方
的
に
契
約
の
解
除
が

き
ま
す
。
（
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘

売
は
8
日
間
以
内
、
マ
ル
チ
商
法

20

日
間
以
内
）

お
問
い
合
わ
せ
先

消
費
生
活
相
談
室

肉
2
2
1
0
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男，

予備知識はあ芯たを救う
消費者を狙う甘いわなにご注意

，、．

佃 助

品　目
食パン
食用油
しようゆ

うるち米

牛　乳
輸入牛肉

まぐろ
え　び
にんじん

ね　　ぎ

国産牛肉

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラダ油（食用調合油陶容瓢1、1，500

濃口しょうゆ、鵬鰍本髄、ボ1儲入り、12

離県産ひとめぽれ100％10㎏〔5kgは搏可1

14、紙パック入り
ロース、チルド、100

赤身、切身（鵬用）きはだ又はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100

普通品1k
普通品1k
ロース、チルド、100

平均価格

　121

対前年同股

＋　23

378－　70
297

2，330

151
　　　47
364

897

1，155

198

168

364

高値
135

398

298

2，380

165

480

1，415

1，380

198

198

480

安値
108

358

297

2280
138

248

380

930

198

138

248

プロパンガス

品　目

灯油（店頭）

灯油（配達）

軽　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チーズ
鶏　卵

一般家庭用、10皿㎡
　規　　格

184
18召

14、店頭価格、現金売り
1’、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末1，2k（1．5Lでも可〉

液体、ポンプタイプ、700～780認

VH鼠録画時間120分、スタンダードタイプ、3巻総換算可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは綿混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

調査年月日：平成11年5月1日

　　対前年同既平均瀦　　　　　高値　　　　　　　　安値
　5，500　　　　　5，500　　　＋700　　　　　　　　5，500

　563　　　　　　577　　　　108　　　　　　　　550
　617　　　　　　684　　　　　　　　550　　　　175
　　73　　　　　　75　　　　　　　　　72　　　　3
　　89・　5　　　　　　89　　　　　　　　　89
　398　　　　　　398　　　＋　10　　　　　　　　398
　798　　　　　　798　　　　　　　　798
　639　　　　　　680　　　　　　　　598
　　　　　　120　109　　　　　　　　　98　　　＋　5

　314　　　　　　330　　　　　　　　298
　139　　　　　　170　　　　　　　　108

／



輝いています。今のあなた
★

白石市職員を募集します

　市では、平成12年4月1日付けで

採用する職員を募集します。

●採用予定職種及び採用予定人員

【上級（大学卒業程度）】

　行政　　　若干名
【中級（短大卒業程度）】

　保育士　　　若干名
●受験資格

0上級・行政

　昭和45年4月2日から昭和53年4

月1日までに生まれた者

O中級・保育士

　昭和50年4月2日から昭和55年4

月1日までに生まれた者で保育士及

び幼稚園教諭の資格を有する者、ま

たは平成12年3月31日までに資格を

取得する見込みの者

●試験日時等

（第一次試験）

・試験日　8月1日（日）

・時間10＝00～16：00

・試験種目　教養試験、専門試験、

　　　　　論文試験
（第二次試験）

・試験日　9月上旬

※第二次試験の詳細については、第

　一次試験合格者に別途通知します。

●受験手続き　市総務部総務課に用

意された申込用紙を使用し、所要事

項を記入のうえ提出してください。

●お申し込み受付期間・時聞

　6月10日（木）～6月28日（月）

　8：30～17＝00（土、日日琵日は除く）

●お問い合わせ先

　白石市総務部総務課人事係

　宙22－1331

財団法人白石市文化体育振興財団の
嘱託職員を募集します

●業務内容　文化体育活動センター

（ホワイトキューブ）の清掃など。

●勤務7日間勤務、翌7日問は
休みの隔週勤務です。勤務時間は実

労8時間。

●待　遇　週給40，000円

●応募資格　55歳から64歳までの健

康な方（定年は70歳です。）

●募集人員　2人

●選考日　6月13日　（日）10：00～

　作文試験・面接試験

●お申し込み受付期間

　6月1日（火）～6月7日（月）
の平日（土・日は除く）8：30～17：00

履歴書を振興課まで提出してくださ

い。（郵送の場合は7日必着）

　受験手続き、その他受験に関する

お問い合わせは、白石市総務部振興

課宙22－1324まで。

白石市文化財愛護友の会会員募集

　当会は、文化財保護に興味を持ち、

文化財に関する認識を深めようとす

る88名の会員によって構成されてお

ります。

　関心をお持ちの方は、一緒に活動

してみませんか。

◎主な事業

　①文化財めぐり（年3回程度、参

　加費は、そのつど集めます。）

　②講演会の開催（年1回～2回）

　③会報の発行（年1回）

　希望者は、年会費2，000円を添え

て、下記にお申し込みください。

●お申し込み先

　白石市文化財愛護友の会

（白石市教育委員会社会教育課内）

　宙22－1343

δ
5

4

家庭介護者教室

（吹上荘）参加者募集

●日時
　6月28日　（月）9：30～15：30

　7月24日　（土）9：30～15：30

　8月25日　（水）9：30～16：00

　9月18日　（土）9：30～15：30

　10月9日　（土）9＝30～16：00

　10月22日（金）9：30～15：30

●場所
　デイサービスセンター吹上荘

●内容
1．医学介護知識および基礎実技、

　救急法と応急措置、リハビリ

2．老人の心理的特性および基礎的

　接遇に関する知識、実践

3．家政、栄養調理に関する知識

4，日常生活用具の利用方法および

　日動訓練に関する知識

●費　用　2，500円（テキスト代700

　円、食事代300円×6回）

●定員25名
●締め切り　6月21日（月）

●交　通　白石市役所前9：00出発で

　送迎します。

●お問い合わせ・お申し込み先

・白石市福祉事務所　長寿福祉係

　宙22－1400

・ディサービスセンター吹上荘

　露24－5500

「森の教室」生徒募集

　N　P　O法人、蔵王のブナと水を守

る会では、「森の教室」の生徒を募

集しています。

　教室は原則として毎月第4日曜日

に開催され、年齢は小学校高学年

（父兄同伴）から30歳ぐらいまでで

す。森づくりを勉強したり、木の名

前を覚えたり、自然を理解するため

の教室にしたいと思います。

●お問い合わせ先

　「森の教室」担当　仲村

　宙。圃25－3820

白石市文化体育活動センター〔ホワィトキュづ藩劉齪
6月の休館日　2・9・16・23・30日

2周年記念コンサート　～モーツァルト・レクイエム～

　ホワイト・キューブ2周年記念コ

ンサートは、その成立史においてミ

ステリアスなべ一ルに覆われてきた

モーツァルトのレクイエムをお贈り

します。

※チケット発売中

●日時　6月27日（日）

　　　　開場15：30、開演16：00

●料金全席指定5，000円（税込）

●指　揮　大友直人

●出演澤畑恵美（ソプラノ）、

坂本朱（アルト）、福井敬（テノール）、

佐々木隆行（バリトン）、オルガン／

井上圭子、管弦楽／新日本フィルハ

ーモニー交響楽団、合唱／キューブ

合唱団

●プログラム

　モーツァルト　レクイエムK626、

チャイコフスキー　交響曲第5番

ホ短調　OP．64

速水けんたろうファミリーコンサート

武久源造オルガンリサイタル

　オルガニスト自身によって編曲さ

れたヴィヴァルディの「四季」をめ

ぐって繰り広げられる、音楽と詩と

ダンスのコラボレーション。

●日　時　7月31日（土）

　　　　開場18：00、開演18：30

●料金全席指定3，000円（税込）

●出　演　武久源造（オルガン）、

　雨宮慶子（詩の朗読）、北野啓子

（ダンス）

※チケット6月7日発売予定

　「だんご3兄弟」の大ヒットで、

今最も話題の人。歌のお兄さんとし

て子供たちに絶大な人気を誇る速水

けんたろうが、ホワイトキューブに

やってきます。

※チケット6月12日発売予定

●日時10月24日（日）

　　　　開場13：00、開演14：00

●前売料金

・親子ペア券2，500円

　　　　　（大人1人、子供1人）

　こども券500円　（1才～小学生）

・大人券2，200円　（中学生以上）

※当日券は200円増

●出　演速水けんたろう、

　　　　上野いづみ、速水バンド

http二／／www．area．city．shiroishi．miyagijp／cube／

cubeOO1＠area．city，shiroishi，miyagijp

　7月17日（日）に予定していた「ベ

ルンハルト・ハース　オルガンリサ

イタル」の公演は、出演者の都合に

より中止になりました。その代替公

演として「武久源造オルガンリサイ

タル」を開催いたします。皆様には

大変ご迷惑をおかけいたしますこと

を深くおわび申し上げます。

白石市情報センター〔アテネ〕難臨：。。．，7：。。マ聖餌犀，寧翫巻製，．、、日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宙22－1500　圃22－1502

2階・メデイアデツクから㊥お知らせ

　2階「メディアテック」に新しい

CD－ROMが入りました。CD－ROMと

は、パソコンで再生するための音や

映像などが入っているCD（コンパ

クトディスク）のことで、学習や遊

び、辞典などいろいろなタイトルが

あります。約600本ほど置いてあり、

ほとんどのものがマウスで操作する

だけの簡単なものですので、ぜひご

利用ください。

●新しく追加になったものの

　　　　　　　　タイトル名●

　まよなかのおしばい

・将棋年鑑

・ぴあシネマクラブ

・マルチメディアこどもずかん／恐竜

・新潮文庫／シャーロックホームズ全集

●4月の人気CD－ROMトップ10●

位
位

ー
　
ワ
4

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

わんわんパラダイス

ティモンとプンバァのジャン

グルゲーム

サンリオキャラクター大百科

ゴー1ゴー！コニーちゃん

トイ・ストーリー

花火職人になろう豪華版

むしむしQ
サンリオタイニー・パーク

ハローキティめっちゃフィッ

トネス

3Dマイホームデザイナー

⑧階・マルチメデイア

パ夢。から㊥お細らせ

　マルチメディアバザーでは、ビデ

オの編集をする機材があります。ご

家庭で撮影した運動会・おゆうぎ

会・結婚式・お子さんの成長の記録

など、録画したものをV　H　Sテープ

にダビングすることができます。タ

イトルを入れたりもできますので、

詳しくは受付へお声がけください。

分かりやすい説明書を用意しており

ます。

　また、スタジオも完備されており、

撮影することも可能です。どうぞご

利用ください。

httpl／／www．city．shiroishi．miyagijp／athens／

http：／／www．city．shiroishi，miyagijp／athens／kids



6月6日

内科　　三浦内科クリニック宙25－6854

外科刈田病院面25－2145
歯科　　村上歯科医院（蔵王町）宙　33－4125

6月13日

内科広瀬医院宙25－0238
外科　　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　谷津歯科医院薗26－3254
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6月27日

内科　水野内科クリニック雷25－2736

外科橋本医院宙25－1616
歯科　白石中央歯科医院宙24－5554

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故’／履贈

事故発生件数
死亡者数

負傷者数
物損件数

56｛牛（259｛牛）

1人（　1人）

13人（49人）
43件（216件）

■人口41，493人（前月比）一12人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　鼎2α369　婦21，124

■世帯数

　　　　　　※住民基本台帳から
伸a9644月30日現在

　　　業所・企業統計調査、商業統計調査に

　　　こ協力ください

　本年7月1日に、事業所・企業統

計調査と商業統計調査が実施されま

す。

　事業所・企業統計調査は、全国す

べての事業所を対象として、事業所

の種類や従業者規模など基本的な事

項について調査を行なうもので総務

庁が実施します。

　また、商業統計調査は、全国すべ

ての卸売業・小売業を営む事業所

（商店）を対象として、商店数、従

業者、年間商品販売額などについて

通商産業省が実施します。

これまで、この二つの調査は別々

に実施されていましたが、本年は実

施時期が重なったため、1枚の調査

票で同時に実施されます。

●調査項目

　事業所・企業統計調査では、所在

地、経営組織、従業員数などを調査

します。また、商業統計調査では、

これらに加えて、年問販売額、売り

場面積、営業時間などを調査します。

●調査の方法

　調査員が6月中旬から各事業所を

訪問して調査票を配付します。後日、

再度訪問して、記入済みの調査票を

取り集めますので、ご協力をお願い

します。

●お問い合わせ先

　白石市総務部振興課統計係

　露22－1324

『さわ翰畷鶏レ99』

　恒例の「さわやかフェスティバル

’99」を次のとおり開催します。

　各種催し物やお楽しみコーナーな

どたくさん用意します。

　講演会には、歌手橋幸夫氏夫人で

エッセイストとして活躍中の橋凡子

（はしなみこ）さんをお迎えします。

演題は「お母さんは宇宙人」。皆さん

お誘い合わせのうえおいでください。

●日時　7月18日（日）

　　　　9：30～15：30

●場　所　ホワイトキューブ（コン

　サートホール、A・Bアリーナ）

●内　容　健康増進コーナー、健康

　食コーナー、骨粗しょう症検診、

　パンチボール・綿菓子、大河原商

　業高校ギター演奏など

※詳しくは7月号に掲載しますので

　ご覧ください。

●お問い合わせ先

　自石市民生部健康推進課

　宙22－1362

第63回河北美術展仙南展のお知らせ

●期　間　6月9日（水）～13日（日）

　　　　10：00～18：00

●会場
　白石市中央公民館大ホール

●主催白石市、自石市教育委員
会、河北新報社、角田市教育委員会、

大河原町教育委員会ほか

●展示内容

　第63回河北美術展入賞入選作品よ

り洋画・日本画・彫刻115点

●入場料

　一般・大学生は400円、小・中・高

生は200円（割引券持参者はそれぞれ

300円と150円になります。）団体割引

は20名以上

｝　・，魏　　謎　“箆
　　　　　　蝉、臓懲

※割引券は、後日各学校を通して配

　布の予定です。

●お問い合わせ先

　白石市教育委員会社会教育課

　盆22－1343

自石市農業委員会委員選挙のお知らせ

　平成11年7月19日任期満了となる

農業委員会委員選挙を次のとおり行

います。

●選挙期日　7月11日（日）

●告示日　7月4日（日）

●選挙すべぎ委員の数　12人

★立候補者に対する説明会を、次の

自石郵便局お客様感謝祭

　　　上から

　　　おL　し上げます

とおり開催しますので、ご参集くだ

さい。

●日　時　6月24日（木）13：30～

●場　所　白石市役所4階大会議室

●お問い合わせ先

　自石市選挙管理委員会事務局

　宙22－1315

99と箋象棄璽，，～

　今野家一門の落語の特徴は、地方

の民話を題材にしているため、楽し

い方言が飛び出すなど大変ユニーク

です。客席はいつも爆笑の渦となり

ます。

●日　時　6月15日（火）

　　　　11：00と14：00の2回

●入場料　無料（入場整理券が必要

です。仙南信用金庫本支店窓口でお

受け取りください。）

●場　所　しんきんホール（本店3階）

●お問い合わせ先　面24－3080

　しんきんホール事務局　大友

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄付をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　白石市自治会連合会大鷹沢支部支

部長　佐藤章夫氏、佐藤正一氏、佐

藤輝雄氏、阿部昭子氏、村上文男氏、

伊藤芳一氏

　白石郵便局では、日ごろのお客様

に対する感謝を込めて楽しい催しを

開催します。

●催し物　輪投げ、金魚すくい、綿

あめ、チャリティーバザーなど

●日時　7月4日（日）

　　　　10：00～12＝00

●場所白石郵便局構内
●お問い合わせ先

　白石郵便局総務課　盆25－2741

　　　南免許センターから

　　　日曜窓口について

　6月～8月の日曜窓口は次のとお

りです。ただし、免許証の更新に関

する業務のみ行います。

06月6日（日）・20日（日）

07月4日（日）・18日（日）

08月1日（日）・15日（日）

※受付時問は

　8：30～9：30、13100～14：00です。

●お問い合わせ先

　仙南運転免許センター免許係

　薗0224－53－0111

■　市内施設からのお知らせ　■

白石城 面24－3030 スパッシュランドしろいし

第2回白石城さつぎ展

　新緑のこの季節、市民の皆さんが

愛情を込めて育成されました盆栽な

どを一堂に展示いたします。

●開催期間

　6月6日（日）～6月13日（日）

●会　場　臼石城本丸内特設会場

●入場料無料
●主催（財）自石市文化体育振興財団

●主　管　白石さつき会

●後　援　白石市、自石市観光協会、

　白石市商工会議所

●内容
　盆栽などの展示、さつき手入れ講

習会、さつき用品・苗木の展示即売

※コンクールも併せて開催します。

　優秀なものには、賞状ならびに副

　賞を贈呈します。

愈・囲25－7949
6月の休館日　7、14、21、28日

薗292326　圃29・2328
6月の休館日　9日（水）、23日（水）

O東北地区工業高等専門学校水泳競

技大会のため、7月3日（土）～4日

（日）はプール・トレーニングルー

ムおよび2階大広間の利用はできま

せん。あらかじめご了承願います。

O夏休み子供会団体予約受付中です。

○老人割引券が利用できます。市役

所生活環境課および各地区公民館へ。

古典芸能伝承の館「碧水園」

碧水園茶会

　新緑の碧水園でお茶を楽しんでみ

ませんか。

　どなたも気楽に楽しめます。皆さ

んでどうぞ。

●日時　6月13日（日）・20日（日）

　　　　10：00～15：00

●お茶券　400円（お茶、お菓子代）

図書館

伝総芸能フェスティバル

　伝統芸能の舞台をごゆっくりお楽

しみください。

●日時　6月13日（日）

　　　　11：00～13：00

●場所碧水園能楽堂
●入場料　500円

薗26－3004

子どもの本の展示会

　昨年度発行された児童図書の中か

ら、子供たちに読んでほしい本300

冊を宮城県図書館から借り受け移動

展示します。ぜひ、お立ち寄りくだ

さい。

●日時：6月25日（金）～27日（日）

●場所：白石市図書館　2階ホール
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プリ（中央職業能力開発協会

城県代表として出場し、準優

孝さん（34歳、鳴子温泉の旅

この大会は、写真や和裁、製

料理職種には43人が挑戦。ヒ

食材を使って自由に調理する

どを競いました。
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襲，藝．門醜、
　　　監γ、，｝　　　蟄鷺

　今年3月、都内で開催された第18回技能グラン1

・全国技能士会連合会主催）の日本料理職種に宮

勝を手にしたのは、大平城南にお住まいの矢内信

館「大正館」料理長、白石から単身赴任）です。

図などの29の国家資格職の技を競うもので、日本

ラメの薄作りなどの課題料理と、それらで残った

応用料理で、包丁さばき、味、センス、創作性な

　準優勝の感想は？「夢のようです。旅館の

おかみさんやスタッフみんなの理解と協力の
おかげです。」

　休日は？「あまりのんびりはできませんね。

熱海、仙台などでの料理講習会に参加したり、

また、お茶、習字、お花を週1回習っていま

すから。家族には寂しい思いをさせて申し訳

なく思っています。　（苦笑）」

　抱負をどうぞ1「これからも研さんを重ね、

一人でも多くのお客様に喜ばれる料理を提供

したいです。そして機会があれば、料理の展

示会や茶懐石…と幅広く手がけたいですね。」

　自宅には月2回ほどしか帰れない矢内さん。

この日は、久しぶりの白石での休日を奥さん

と娘さんへの家庭サービスに励んでいました。
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　和弘さん、こ講えざんご夫婦の長男

　ママからひとこと，，
　　だいだいだ一い好きなこうやちゃ党。

　　いつまでも、ず一っと仲良しでいようね。

　パパか5ひとこと　　聾　　　　　　　　、

　　夏にはキャンプだ！！　　　，》
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